福岡県立大学社会福祉学会　第2回大会

　開　催　要　項
◆◇大会テーマ◇◆
「社会福祉専門職の今後を考える」
１．日　時　：　2010年2月20日（土）10：30～17：00（9：30受付開始）
２．会　場　：　福岡県立大学
　　  福岡県田川市伊田4395 　TEL: 0947-42-2118
　３．共　催　：　福岡県立大学人間社会学部社会福祉学科

福岡県立大学生涯福祉研究センター
　４．プログラム　　
   　  9：30～　　　　受付
　　  10：30～　　　　開会式　　学長挨拶、会長挨拶

　　　10：45～12：15　基調講演
「我々は、社会福祉専門職確立のために何を考え、何をなすべきか」

　　　　　　　　　　　  同志社大学副学長、社会学部教授・社会学研究科教授
　黒木 保博 先生

　　　13：15～13：45　総会

　　  14：00～17：00　分科会・全体会

（ 第1分科会：介護、第2分科会：障害、第3分科会：医療
　　第4分科会：低所得・貧困、第5分科会：地域、第6分科会：児童）
　　  18：00～　　　　　懇親会（ 稚加栄 ）
福岡県田川市番田町6-23 　TEL：0947-42-1245
【　福岡県立大学社会福祉学会第2回大会のご案内　】
今年度は、政権交代があり、世の中が大きく変わろうとし、また変わることを願った一年でした。「今年度こそは自殺率が下がるように、失業者が少なくなるように、ホームレスが少しでも自立できるように」と願い、所属の違いはあっても専門家の立場から支援を続けてきたと思います。

社会福祉の専門家である皆さんは、年代の差こそあっても、同じように悩み、研鑽し合っているはずです。社会や周囲の期待・要請・評価に応えられただろうか？自分の仕事はやりがいがあり、満足し、自信につながっているだろうか？この多忙さの中で疲れているのは自分だけなのだろうか？リカレント教育の一環としての福岡県立大学社会福祉学会は、そのような皆さんとともに悩み、考え、成長したいために存在します。専門家が専門家であるためには、仲間同士の支え合いが必要です。

今年度の学会は、福岡県立大学で開催いたします。大会テーマは「社会福祉専門職の今後を考える」です。母校に包まれながら共に「社会福祉専門職の今後を考える」ことにしましょう。

今年も福岡県立大学人間社会学部社会福祉学科の先生方や学生の方々が学会開催に協力してくださいました。母校で開催できることを、皆さんと喜びたいと思います。社会福祉学科の学生、院生、卒業生の皆様、会員でない方も参加できます。多くの方の積極的な参加をお待ちいたしております。

それでは、平成22年2月20日（土）に母校でお会いできることを楽しみにしております。

平成21年12月

福岡県立大学社会福祉学会　会長　大垣京子
●　基調講演
同志社大学　副学長、社会学部教授・社会学研究科教授　　
黒木 保博 先生
◆ プロフィール ◆
（職歴･社会活動等）　同志社大学副学長、社会学部教授・社会学研究科教授
　　　　　　　　　　 国際連携推進機構長、国際センター所長
　　　　　　　　　　 社団法人日本社会福祉教育学校連盟副会長、日本ソーシャルワーク学会監事
　　　　　　　　　　 日本社会福祉学会国際関係委員

（著 作 等）        単著『フロストバレーの子ども達』ミネルヴァ書房、１９９０
　　　　　　     　 共著『社会福祉の新潮流』ミネルヴァ書房、１９９８
                    共著『グループワークの専門技術』中央法規出版　２００１
                    編著『ソーシャルワークと実践システム』有斐閣　２００２
                    編著『社会福祉の思想・理論と今日的課題』筒井書房　２００４　  他、多数
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　
　テーマ：「我々は、社会福祉専門職確立のために何を考え、何をなすべきか」


　社会福祉士国家試験制度がスタートして20数年が経ちました。精神保健福祉士国家試験制度も10数年が経ちました。介護福祉士、介護支援専門員、さらにはスクールソーシャルワーカーと、これまで社会福祉領域では専門職養成に取り組んできました。大学はこれら数多くの人材を輩出してきました。
　しかし、これらの専門職は社会にとって本当に必要な専門職として認知されているのでしょうか？　今回の基調講演では、大学や学校連盟のこれまでの取組みと今後の課題について検証します。今後、社会的認知のある専門職になるために、我々は何を考え、何をなすべきかについて論じてみたいと思います。　
●　分科会
　　第1分科会　：　介　護

　　2000（平成12）年の介護保険制度開始から、はや10年が経過しようとしています。予防重視型システムも一定浸透してきたように思われますが、制度の隙間に取り残された高齢者はまだまだ多く、地域において高齢者を支えるネットワークの構築が急務となっています。分科会では“介護予防”“権利擁護”などをキーワードに、日々の実践を語り合い、高齢者の支援のあり方について、皆さんと共に議論を深めたいと思います。
報告者：            山下　祐典　氏　（福岡県介護保険広域連合 鞍手支部地域包括支援センター）
　コーディネーター： 川添　大介　氏　（いきいき八田）
　第２分科会　：　障　害

～日々の業務を振り返り、その中でクライエントを支える専門職として、
何ができ、課題となっているのか、社会福祉専門職の今後を考える～

鳩山政権の誕生で、障害者自立支援法の廃止が発表されました。今後の障害福祉の先行きが不透明な中、当事者、支援者は不安な想いを抱えています。先が見えない今だからこそ、我々専門職は今までの実践を振り返る必要があると考えます。分科会では「就労支援」、「地域生活支援」、「ネットワーク」の三つのキーワードを基に、法律に左右されない「専門的な支援」に焦点をあて、社会福祉専門職として何が求められているかを考えたいと思います。
報告者：　　 　    南谷　真樹　氏　（鹿児島障害者職業センター）　　　　　

　　　　　 　    田治　英朗　氏　（桑の実工房　）　　　　　　

中筋　啓介　氏　（北九州障害者居住サポ－トセンター）
コーディネーター：  青栁　壮悟　氏　（知的障害者入所更生施設　笠松あんじゃ園　）
第３分科会　：　医　療


移動する医療の中で　　　～ソーシャルワーカーの理想と現実～

医療制度により患者が「移動する医療」とならざるを得ない状況の中、ソーシャルワーカーの役割として、スムーズな退院支援や地域連携が重視されるようになっています。その中でどのように支援を行なっていくか、理想と現実の狭間でジレンマを感じ、それでもなお、理想のソーシャルワーク像を求め奮闘する現場のソーシャルワーカーの報告をふまえ、求められるソーシャルワーカーとは何かを、皆さんと共に、考えて行きたいと思います。
報告者：　　　　　　並松　秀邦　氏　（済生会福岡第二病院）
　　　　　　　　　　清水　洋美　氏　（株式会社麻生 飯塚病院）
　　コーディネーター：　野田　実穂　氏　（新田原聖母病院）
第４分科会　：　低所得・貧困

　低賃金、非正規雇用者等の増大により、低所得・貧困層が拡大してきています。このような中、生活保護を受ける平成２０年度の被保護世帯数・人員は約１１５万世帯（一ヶ月平均）約１５９万人と過去最高を記録しました。日本で貧困は深刻な問題となりつつありますが、国のセイフティネットであるべき生活保護制度はその機能を十分果たしていると言えるでしょうか。
　分科会では制度の現状を語り、現場からの声を届けることで、今後のあるべき姿を論じることにしたいと考えています。   　
報告者：　　　　　　郡谷　忠士　氏　（田川市役所）

コーディネーター：　藤岡　良幸　氏　（京築保健福祉環境事務所）
第５分科会　：　地　域
平成１２年に制定された社会福祉法は、福祉の権利性を確立していくことを基本理念としています。措置から契約、施設から在宅へ大きく転換されたことに伴い、判断能力が十分でない方の権利を擁護する制度として、「日常生活自立支援事業」「成年後見制度」が誕生しました。今回は地域福祉の中での「権利擁護」に焦点を当て、住み慣れた地域で安心して生活するためにどのように制度が活用されているか、また課題や展望などを中心に検討していく分科会にしていきたいと思います。
報告者：            栗田　将行　氏　（飯塚市社会福祉協議会）
　　　　　　　　　安部　裕一　氏　（北九州成年後見センター）
　　コーディネーター：　岩元　祐子　氏　（福岡県社会福祉協議会）
第６分科会　：　児　童
　児童の自立支援と家族支援を考える　－児童養護施設と児童相談所の現状－
　近年少子化でありながら施設入所児童が増加しています。①養育困難になる家庭では何が起きているのか、②いかにして児童の自立を支えることができるか、受入れる家庭環境を調整ができるか、この大きな二つの課題に対する養護施設、児童相談所のそれぞれの取り組みや連携をヒントに児童を取り巻く諸問題について考察を深める分科会にしたいと思います。   　

報告者：　　　　　　伊藤　良子　氏　（福岡県大牟田児童相談所）
　　　　　　 　　手島　優子　氏　（ひばりが丘学園）
　 コーディネーター：　椿　 俊典　 氏　 （福岡県福岡児童相談所）
◆◇　参加費及び申し込み方法　◇◆

◎　学会参加費及び懇親会参加費は以下のとおりです。
	
	会　員
	非会員
	大学院生
	学　生

	学会参加費
	2000円
	3000円
	1000円
	1000円

	懇親会費
	4500円
	4500円
	3000円
	2000円


※　昼食のお弁当は、事前申込みのみとします（お弁当代：500円）。
　　なお、大学近辺にはセブンイレブンやマクドナルド等もございます。
◎　申し込み方法

　　別途参加申込書に必要事項を記入の上、1月30日（土）までに、FAXまたはE-mailにてお申し込みください。

　　　　　FAX番号：0947－42－6171（大学代表）
　　　　　E-mail： kii@fukuoka-pu.ac.jp（社会福祉学科助手 城井）

　 　matsuoka@fukuoka-pu.ac.jp　（社会福祉学科助手 松岡）
 ※　次回からの本学会のご案内は、今回出欠のお返事を頂いた方のみにお送りする予定にしております。つきましては、欠席される場合もご返信いただきますようよろしくお願い申し上げます。また、今回の学会に欠席される方で、本学会入会を希望される方は、別途申込書等をお送りいたしますので、その旨もお書きの上ご返信ください。
◎　その他、ご質問等ございましたら、下記連絡先までお問い合わせください。

　　　　
福岡県立大学社会福祉学会第2回大会　事務局

福岡県立大学人間社会学部社会福祉学科
福岡県田川市伊田4395番地
  　　　　　　　　　　TEL：0947-42-2118（代表）　　FAX：0947-42-6171
            　　　　　事務局長     細井 勇     hosoi@fukuoka-pu.ac.jp
　　　　　　　　　　　事務局　　 　城井みづほ　kii@fukuoka-pu.ac.jp
             　　　　　　　　　　　松岡佐智    matsuoka@fukuoka-pu.ac.jp
FAX　0947-42-6171　　　福岡県立大学　社会福祉学科松岡研究室宛
福岡県立大学社会福祉学会第2回大会　参加申込書
　お名前　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　 　　
　ご住所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　所　属　　　　　　　　　　　卒業年度：　　　　　　　　　　　　
TEL:                      　　 E-mail:                        

　　※　ご提供いただきました「個人情報」につきましては、本学会以外の目的では使用いたしません。
  ①　福岡県立大学社会福祉学会第2回大会に

　　　　　参加する　　　　　　参加しない

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※学会入会書　　希望する　・　希望しない
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（学会入会書は学会に出席される方は当日お渡しします。）
　②　参加希望の分科会

　　　第　　　　分科会

　　　※　会場の都合上、人数把握が必要ですので、ご希望の分科会をお選びください。
　③　昼食（お弁当代500円）に
　　　　　申し込む　　　　　　申し込まない
　④　懇親会（参加費4500円）に

　　　　　参加する　　　　　　参加しない

　⑤　その他、分科会へのご意見や学会へのご要望等がございましたらお書き下さい。
1月30日（土）締切厳守[image: image1][image: image2][image: image3]
